
 

 

 

                           

 

  

     

 

 

 

 

今回は、岡山 いずみさんについてお話します。昨年を通して、

体調が思わしくなく、大好きな食事も楽しむ事が難しい時期もあっ

た岡山さん。治療を重ねる事で、最近は、比較的安定し、穏やかな

日々を送る事ができています。今、私たちにできる事は何なのか

…。「大好きな焼き肉を食べに行きたい！」という岡山さんの願い

を叶える為、動き出しました。いつもは昼間の外出ですが、良いお

肉を食べて頂きたい、夜のお出掛けでワクワク感を味わって頂き

たいとの思いで特別に計画しました。（※感染症対策を十分に講じ

ている焼き肉店です。）少しアルコールを頂きながら、慣れた手付

きでお肉を焼いて、召し上がる姿は、とても活気に溢れ、素敵な雰

囲気がありました。ご家族にもお時間をつくって頂き、ゆっくりとし

た良い時間を過ごす事ができたらと思います。「次はどこに行きた

いですか？」「寿司かな…。また焼き肉！」辛い時 

期を乗り越えたからこそ、こんな会話を交わし、毎 

日楽しみを持って過ごす事がで 

きる・・・。今は本当に幸せを感じ 

ます。岡山さん、これからも美味 

しいものを食べながら、一緒に 

穏やかな時間を過ごしましょう 

ね。（記事：屋園） 

 

本来であれば『東京オリンピック』が開催されていた、 

２０２０年。新型コロナウイルスの影響で延期となってしま

いました。「利用者の皆さんと気分だけでも味わえないか

…。」という思いで計画した「愛のオリンピック」も今回で 

４回目の開催となりました。年末の愛五輪という事で、前

半に競技を２種目、そして最後にジャンベを演奏し、大い

に盛り上がりました。２０２０年は、コロナウイルスの影響

で、色々な行事が中止、または、縮小となってしまう等、

利用者の皆さんにとって窮屈な一年になってしまいまし

たが、４回の愛五輪とジャンベを、利用者さんは笑顔で

目一杯楽しんでくれました。とても嬉しく思うと同時に、来

年も、利用者さんが笑顔で楽しんでくれる愛五輪にして

いきたいと強く思いました。来年も愛五輪の報告を楽しみ

にしていて下さい。因みに第４回愛五輪はピンクチーム

が見事初優勝を飾りました。（記事：河村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけまして、おめでとうございます。昨年は、新型コロナウイルス禍という、想像もしなかった事態に世界中が振り回された一年となりました。

しかし、年が改まることで希望に満ちた幸せな年になるのではないかと、一抹の望みを持ちたいものです。愛の浜園では、障害者自立支援法に移

行して昨年で１０年が経ち、一つの区切りとして振り返りの一年になりました。そのために、まずは利用者の体力を含めた障害特性について検討を

したところです。特に、Ｂ型事業におけるサービスの在り方については、作業班の小分けを行うことで、体力が衰えた利用者も参加できる作業班を

設定しましたが、今後、Ｂ型事業では高齢化や重度化への取り組みについて、様々な判断が必要になるのではないでしょうか。利用者が喜びを感

じる福祉サービスの在り方とは？そして、信頼される福祉施設とは？そのような事等々を念頭におきながら、障害者支援施設としての使命を果たし

ていきたいと思います。世界中の人々が、笑顔溢れる一年となりますように、祈念申し上げます。（園長：榮野） 

 

４日（月）：体重・血圧測定 

１４日(木）：餅つき 

合同年の祝い 

２０日(水）：健康相談 

２６日(火）：お花見ドライブ(予定) 

２７日(水）：総合防災訓練 

編集・発行 障害者支援施設 愛の浜園 

奄美市名瀬大字知名瀬２５０４ 

TEL：５４－８０１１ FAX：５４－８０１２ 

 

（開会式） 聖火：濱畑 綾汰さん  選手宣誓：古島 春樹さん   

園歌指揮：碩 友美さん ラジオ体操：岩越 タツヨさん 

（競技内容）キャタピラー/箱流し競争/年末ジャンベ     

（結果発表） 

１位：ピンクチーム７０点 MVP： 岩切 正さん・隈元 利彦さん 

坂元 秀さん 

２位：緑チーム  ６０点 MVP：大山 真言さん・泉 光太郎さん 

松島 大志さん・満林 アツ子さん 

３位：黄チーム  ５０点 MVP：古島 春樹さん・藤島 亜由美さん 

碩 友美さん・最上 順子さん 

４位：紫チーム  ４０点 MVP：森山 義範さん・岩越 隆道さん 

光 優輔さん・濱畑 綾汰さん 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

   

 

 

  

    

 

 

 

  

 

  

 

 

２月１８日（木）、「認知症サポーター養成講座」の研修が愛の浜園で行われました。講師名瀬地域包括支援センター、 

島名 博美（しまな ひろみ）センター長を始め４名の皆様に来園して頂きました。この研修の目的は、愛の浜園が「障害

者支援施設」であり「高齢者施設（老人ホーム）」ではない事から、認知症に対する基本的な知識を持たない私たちのス

キルアップの為の研修会で約３０名の職員が受講しました。講師の先生からは、「まずは正しい知識をもつことから…」と

いう事を教えて頂き、認知症を発症するまでの流れやこれまでのデータを基に理論的に説明して頂きました。また、日常

生活で起こり得る場面を寸劇で解りやすく伝え、対応のポイントや「老化による物忘れ」と「認知症の物忘れ」の違い、「認

知症への予防」や「対応方法」等も学ぶ事ができました。その中でも一番、興味深かった事は、ダウン症候群の方の認知

症発症率が５５歳時点で５人に３人。その９割以上がアルツハイマー認知症を発症するリスクがあるというデータでし 

た。この知識や情報を知っているか知らないかでは大きな違いがあります。利用者に対しての支援方向性や対応の 

仕方、環境調整が異なるからです。実は、今、奄美地区でも障害者支援施設の高齢化が課題になっており、昨年度、 

自立支援協議会定例会（地域の関係者が集まり、地域の課題を共有しサービス基盤の整備を着実に進めていく役割 

を担っている会議）でも検討されました。「障害者支援施設の役割」や「高齢者施設の役割」等、障害者も高齢になり、 

医療行為が必要になるケースが増えてきています。また、認知症を発症した時、障害者支援施設での環境や対応、 

体制にも限界があり、利用者自身が苦しむケースもあります。それでも、現場の職員は、「私たちの施設で支援した 

い。」そのような想いで高齢の利用者と寄り添って生活してきました。「利用者にとって本当にこの環境でよかったの 

だろうか？」「私たちの自己満足ではないだろうか？」と自問自答する日々もある事が現状です。正しい答えは今でも 

解りません。しかし、私たちが考えなければいけない事は、利用者のベストの環境はどこなのかと、各関係機関と連 

携し議論する事が大切だと思います。正しい知識と冷静な判断、安全が保たれなければ本人が苦しむ事になる。私 

たちはこの数年間、高齢利用者と向き合い、支援をしながら学んできました。「その利用者にとって一番の居場所を 

見つけ「幸せ」を全力で応援する。」その事も私たち障害者支援施設の役割ではないかと認知症の研修を通して学ぶ 

事ができました。本当に実りある研修をありがとうございました。（記事：辻原） 

2月の愛の浜園 

 

 

私たち愛の浜園職員はスキルアップの為、新人研修 

やオンラインを活用した研修のさまざまな研修（今月

は、摂食嚥下障害の基礎や介護ロボットについて等）

に取り組んでいます。 節分 

 

 

 ３月２日（火）、鹿児島労働局（局長 三輪 宗文）にて、当法人 慈愛会（理事長 今村 英仁）は、障害者雇用に関する 

優良な取り組みを行う中小事業主認定制度「もにす認定制度」の鹿児島県内第１号として、認定を受けました。この制度 

は、障害者雇用の促進および雇用の安定に関する取り組みの実施状況などが優良な中小事業主を厚生労働大臣が認定 

する制度で、今年の４月から実施されています。当園でも４年以上前から。障害者雇用の促進に取り組んでおり、今回、 

慈愛会全体の取り組みが認められ、県内１号に認定されました。これからも「地域における社会福祉法人としての使命・ 

役割を明確にすることではないかと考えております。その為には、まず一人一人が地域に目を向け、地域の方々の声に 

耳を傾け、私たちには何が出来るのかを考え、地域に必要とされる法人を目指し、取り組んでまいります。」 

慈愛会が県内第 1号に認定！！  障害者雇用に関する優良な中小事業主に対する認定制度（もにす認定制度）  

愛称「もにす」は「共に進む（ともにすすむ）」の略称で、企業と障害者が共に明るい未来や社会に進んでいくことを期待して名づけられました。 

～利用者にとって一番の幸せを応援するために②～ 

音楽の日 

№２ 


